
























Letters by a Government Official of Tochigi Prefecture 
Addressed to a Former Town Headman in Edo : On the Subject of 













き） 」 （資料番号〇九〇〇〇七六二、マイクロフィルム請求番号ＦＭＡ／６／３） 、および「馬込惟長宛書簡（別啓・通運石印付につき） 」（〇九〇〇〇七六三、ＦＭＡ／６／３）である。馬込家文書については、 「東京都江戸東京博物館所蔵
 江戸の町名主
























































































































































廿二日附御廻答廿三日着、廿五日付 状廿六日着、右御廻報及ヒ被仰越候条々委細拝承、陳は本月廿一日通運ヲ以差出候大谷・ 之両石塊、廿四日貴家着、差向石工江御見セ相成候処、大谷石ハ ツ豆州ノ中等、板橋石ハ其質豆州之上ニ位スベキナレドモ、青緑薄ク候ニ付、先ツ壱 劣り、右ニて色濃ニ候ハヽ建築第一等、豆・相ノ上ニ居ルヘキ鑑定、何れ其筋御検査済之上は、猶評細被仰下候旨、
遂（逐）
一承知仕
































































































































































































































































































































両毛鉄道は民間主導で開業した鉄道であるが、仲田は会社設立前の同一九年（一八八六）に、栃木県知事・群馬県知事に提出した「両毛鉄道創立請願書」の発起人 名を連ねている。このときの発起人は 東京部会（東京府）八名と地方部会（栃木県・群馬県）一〇名 計一八名であるが、仲田は地方部会に属し
た（６）
。そして会社の株を五〇株保有し、会






















一二年（一八七九）も栃木県で活動してい ことが知られる。 「当栃木管内」 （書簡①） 、 「管下産出之内」 （書簡③）とあ ように、 「管内」 （役所などが管轄している区域の内） 、 「管下」 （あ 国家、役所、機関 どの支配する範囲。管轄のもと
（３）
の語句を使用しており、仲田は明治一二
年当時も栃木県の官吏であった 考えられる。書簡⑤に「兼々県庁勧業課ニ於テ改良方為致度旨ヲ以、専ら心配中」 「勧業課ニ於テモ充分御世話も可致と相考申候」とあることから、栃木県の勧業課に してい（あるいは勧業課と何らかの関係を有した）と考えられる。　
東京の馬込惟長（後述）の日記には、 「仲田信亮入来、四五日は

















之生糸製造場ヲ御取設 栃木生糸改良之御尽力は相成申間敷哉」とあるように、惟長は仲田信亮から、栃木県産生糸の品質改良のため、栃木に製糸場を建設することを打診され おり、惟長と養蚕製糸と 関係がうかがえる。本稿で紹介した書簡 大谷石（後述）などの栃木県産石材が話題の中心であり、この石材 話に加える形で 養蚕製糸、および「水製糸綿」 （書簡①） 、 「水綿製糸」 （③） 、 「水糸製」 （④） 、 「水中より木綿引出候器械」 （
⑤
）などとある綿糸紡績に言及されているが、これら






















天保一一年（一八四〇）以降は惟長が馬込家 当主である。当主 なると同家の代々の通称である勘解由を名乗ったが 明治三年（一八七〇）に彦一郎と改め、同六年（一八七三）以降は惟長と称した。  馬込家は、大伝馬町二丁目（現在の東京都中央区日本橋大伝馬町の一






















する栃木県産石材についてである。書簡①に「東京近来石類莫 之御用途随而、豆〔伊豆国〕 ・相〔相模国〕追々深山ニ相進ミ不弁附而 当栃木管内より産出
（朱書） 「谷」
大屋石深キ御見込有之旨ヲ以、云々御問合之趣領承」と
あるように、明治一二年（一八七九）の東京では石材 需要が増大しており、伊豆や相模の石は山奥まで掘り進められ、不便が生じてい この状況下で馬込惟長は、大谷石をはじめとする栃木県産の石材について、仲田信亮に問合せをしたことが知られる。 「深キ御見込」とは栃木県産の石材を東京で販売することであったと考えら 一連の仲田の書簡は、こ 問合せに対する返答や 見本 材の送付に関するものである。　
馬込惟長が大谷石の東京移送を画策したのは明治一二年であり、同











































刻した。仲田信亮に言及した研究には、鈴木芳行「明治初期地方蚕業開発と養蚕教師―群馬県佐波郡島村田島弥平の事蹟を中心に―」 （ 『地方史研究』二一二、 一九八八年）がある。
（２）












る株主とその系譜」 （ 『明治商学論叢』四一、 一九五八年） 、同「両毛鉄道会社の経営史的研究」 （ 『明治大学商学研究所年報』四、 一九五九年） 、石井里枝①「企業勃興期における地方企業の設立と人的ネットワーク―両毛鉄道会社を事例として―」 （ 『渋沢研究』二〇、 二〇〇八年） 同②「企業勃興期 おける地方鉄道会社の経営と株主―両毛鉄道会社を事例として―」 （ 『鉄道史学』二五、 二〇〇八年） 、岡田有功「第一次企業勃興期における田口卯吉の︿起業者活動﹀ 」 （ 『九州共立大学経済学部紀要』一二三、 二 一一 ）がある。な
段を確立できるかどうかにかかっていたことが知られる。しかし、その後の弘石舎と下野石会社を経て、大谷石の東京移出が本格的に展開するのは、先にみた通り明治二九年の宇都宮軌道運輸株式会社の開業を待たなければならず、このと の惟長の目論見は成功しなかったとみられる。それでも惟長の「深キ御見込」は、大谷石の市場拡大を目指す初期の動向を示すものと位置付けられ であろう。　
なお、書簡①には「東京深川材木町（油堀ノ際）元宇都宮藩買上地中


















































































































ラ騒動」 （地方史研究協議会編『宗教・民衆・伝統―社会 歴史的構造 変容―』雄山閣出版、一九九五年） 、同「栃木県のコレラ騒動」 （獨協医科大学とちぎメディカルヒストリー編集委員会編『とちぎメディカルヒストリー』獨協出版会、二〇一三年）参照。
〔付記〕本研究はＪＳＰＳ科研費二六七七〇二一五の助成を受けたものである。 
平成二十七年十月一日受理
